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〈ダンプさんありがとう〉

　校庭の桜が満開になると、制服も真新しい

新入生が入学いたします。

　お兄さん、お姉さん、新入生にやさしく、

交通のきまりをおしえてあげてください。

　そして、この1年間、みんな無事故ですご

せますように。

（4月1日現在），893面積…22．34平方キロ世帯8，420（男4，230女4，190）く村勢＞総人ロ



広報こうなん（2昭和50年4月1日

、 一 、

、 、

一
一 、

投票率は前回なみ
女93．92％男95．06％

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
三
月
二
日
、
村
内

五
ケ
所
で
投
票
が
行
な
わ
れ
た
議
会
議

員
選
挙
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
各
投
票
区
の

　
　
　
　
　
　
　
投
票
率

第
一
投
票
区
　
　
　
　
九
六
・
三
四
％

第
二
投
票
区
　
　
　
　
九
五
・
四
二
％

第
三
投
票
区
　
　
　
　
九
三
・
四
八
％

第
四
投
票
区
　
　
　
　
九
三
・
四
八
％

第
五
投
票
区
　
　
　
　
九
三
・
二
九
％

平
均
投
票
率
　
　
　
　
九
四
・
四
八
％

　
　
当
選
し
た
人

　
即
日
開
票
の
結
果
次
の
か
た
が
た
が

当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
順
序
は
届
出
順
で
敬
称
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩
間
喜
久
一

檎窺」

講藷翻舗騨編諸淵苗
利茂孝豊守久　勝憲1秀芳常恒清忠定宗
次雄作一次平清美康i幸郎雄信次重一平

野
口
丈
太
郎

牛
山
　
常
一

小
島
　
芳
房

無
所
属
　
　
五
六
歳

　
〃
　
　
六
六
歳

公
明
党
　
　
五
七
歳

無
所
属
　
　
四
八
歳

　
〃
　
　
　
五
八
歳

　
〃
　
　
　
一
一
七
歳

　
〃
　
　
　
五
二
歳

　
〃
　
　
　
五
一
歳

　
〃
　
　
　
五
一
歳

共
産
党
　
　
四
八
歳

無
所
風
「
　
　
コ
丑
、
歳

　
〃
　
　
　
六
五
歳

　
〃
　
　
　
四
八
歳

　
〃
　
　
　
七
六
歳

　
〃
　
　
　
四
五
歳

　
〃
　
　
　
五
七
歳

　
〃
　
　
　
三
六
歳

　
〃
　
　
　
六
〇
歳

　
〃
　
　
　
五
五
歳

　
〃
　
　
　
六
九
歳

　
〃
　
　
　
六
一
歳

　
〃
　
　
　
五
一
歳

（
江
南
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

）

）

繋
難
灘
鐵
灘
難

副
議
長
に
寺
山
氏
を
選
任

　
選
挙
後
第
一
回
の
定
例
村
議
会
が
三

月
十
日
か
ら
開
か
れ
、
次
の
と
お
り
常

任
委
員
や
委
員
長
の
選
任
が
行
な
わ
れ

又
、
監
査
委
員
も
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
議
案
が
慎

重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
く
わ
し
く

は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
監
査
委
員

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
次
の
か
た

が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
江
南
村
大
字
樋
春
一
〇
〇
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
小
　
島
　
芳
　
房

農
業
委
員
き
ま
る

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
二
月
十

五
日
に
行
な
わ
れ
無
投
票
で
次
の
と
お

り
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
（
届
出
順
）

）

上板下柴上三成樋塩須小御樋野千
押押新　春賀江薪春
切井切　田本沢南　広川田北原代

上吉大嶋福大関滝富嶋鹿橋馬神田
　　　　　久田野島田田保口田田田庭本場谷中
方壽正嘉秀徳忠隆昌治充昭希政万
　　　　　太
一夫雄明治郎平一作明永一伊義司

新新新前前前新新新新前新新新新

昏
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
昼
釜
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
釜
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
婦

義－冒
口

議
　
　
長

副
議
長

総
務
委
員

　
◎
橋
本
重
秋

　
○
福
田
　
清

財
務
委
員

　
◎
新
井
秀
幸

　
O
岩
間
喜
久
一

産
業
委
員

　
◎
馬
場
茂
雄

　
○
志
村
利
次

土
木
委
員

　
◎
富
田
宗
平

　
○
牛
山
常
一

寺関会
山ロ

孝久構

作平成

◎
印
は
委
員
長
　
O
印
は
副
委
員
長

新岡　小千　杉高、柴上
井田　島野　田橋　田杉

忠定　芳恒　憲常　守芳
重一　房信　康雄　次郎

寺柴　関馬
山田　口場

孝清　久勝
作次　平美

野
口
丈
太
郎

坂
田
豊
一

ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ中

昏
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
釜
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蚤
蒼
蒼
昏
蒼
蒼
勧

）
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昭和50年4月1日（3）広報こうなん

埼
玉
県
議
会
議
員
選
挙

　
任
期
満
了
に
よ
る
埼
玉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
、
次
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

す
。
　
な
お
今
回
か
ら
北
五
区
（
江
南
村
・

岡
部
町
・
川
本
村
・
花
園
村
・
寄
居
町

）
の
定
数
（
以
前
は
二
名
）
が
一
名
に

な
り
ま
し
た
。

一
、
告
　
示
　
日
　
　
　
四
月
　
一
日

一
、
投
票
日
　

四
月
十
三
日

一
、
開
　
票
　
日
　
　
　
四
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
か
ら

　
　
名
簿
の
登
録
基
準
日

○
基
準
日
　
三
月
十
七
日

○
登
録
日
　
三
月
十
八
日

　
　
投
票
で
き
る
方

①
昭
和
三
十
年
四
月
十
四
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
方
で

②
昭
和
五
十
年
三
月
十
七
日
（
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
日
）
ま
で
に
引
続
い
て
三
ケ
月
以
上

　
江
南
村
に
住
所
が
あ
り

③
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
日
以

　
前
か
ら
、
江
南
村
住
民
基
本
台
帳
に

　
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
　
埼
玉
県
内
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年

　
十
二
月
十
八
日
以
後
江
南
村
に
転
入

即

日

開

　
届
出
を
し
た
方
で
、
従
前
の
住
所
地

　
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
江
南
村

　
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

　
の
間
、
従
前
の
住
所
地
の
現
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
投
票
所
で
投

　
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の

　
場
合
に
は
、
江
南
村
長
の
発
行
す
る

　
（
住
民
課
で
発
行
）

　
e
住
民
票
の
写
し
、
又
は

　
口
引
続
い
て
江
南
村
に
住
所
を
有
す

　
　
る
旨
の
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

　
　
す
。
又
、
江
南
村
か
ら
埼
玉
県
内

　
　
に
転
出
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は

　
　
転
出
先
の
市
町
村
か
ら
e
、
口
の

　
　
証
明
書
を
作
っ
て
い
た
だ
き
従
前

　
　
の
投
票
所
の
受
付
に
提
示
し
て
い

　
　
た
だ
き
、
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
ま
す
。

県
議
選
か
ら
実
施

　
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

票
手
帳
に
、
両
下
肢

　
程
度
が
一
級
若
し
く
は
二
級

　
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が

　
一
級
若
し
く
は
三
級
で
あ
る
者
と
し

　
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
又
は
障
害

　
の
程
度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
に

　
該
当
す
る
と
知
事
が
証
明
し
た
か
た

口
　
戦
傷
病
者
手
帳
を
有
す
る
人
で
、

　
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
・
体
幹
の

　
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二

　
項
症
ま
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸

　
器
の
障
害
の
程
度
が
、
昏
肘
項
症
か

　
ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と
し
て

　
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
又
は
障
害
の

　
程
度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該

　
当
す
る
と
知
事
が
証
明
し
た
か
た

二
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続

　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
【
、
郵
便
に
よ

　
る
不
在
者
投

　
票
の
で
き
る

　
人
は

e
身
体
障
害

　
者
手
帳
を
有

　
す
る
人
で
、

　
身
体
障
害
者

・
体
幹
の
障
害
の

　
　
　
　
・
心
臓

劃雛

壌

選
挙
人

＿四こ付投翠　一主　ゑ　　　ー不一』　口　の　　圭　茜
投
票
用
紙
・
投
票
封
筒
の
交

付
請
求

こ
の
請
求
は
各
選
挙
の
期
日
前

四
日
ま
で
で
す
。

調ー選
挙
人

投
票
を
郵
送

　
　
　
　
投
票
用
紙
に
自
ら
候
補
者

　
　
　
　
一
人
の
氏
名
を
記
載
し
、

　
　
　
　
投
票
用
封
筒
に
入
れ
て
く

　
　
　
　
だ
さ
い
。

　
　
　
　
投
票
用
封
筒
に
淋
必
要
事

　
　
　
　
項
を
記
載
し
、
必
ず
本
入

　
　
　
　
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
更
に
こ
れ
を
他
の
適
当
な

　
　
　
　
封
筒
に
入
れ
て
投
票
が
在

　
　
　
　
中
す
る
旨
を
明
記
し
江
南

　
　
　
　
村
選
管
に
郵
送
し
て
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
江
南
村
選
挙
管

理
委
員
会
に
、
早
め
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

前
回
投
票
率

　
　
　
　
　
　
（
四
十
六
年
四
月
）

　
　
　
七
六
・
三
六
％

女
性
の
投
票
率
年
々
増
加

　
前
回
県
議
選
の
投
票
率
を
投
票
区
別

に
見
て
み
ま
す
と
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
前
回
の
投
票
区
は
、
第
四
投
票

区
ま
で
で
し
た
。
ま
た
最
近
の
選
挙
の

投
票
率
と
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。

目
今
回
県
議
選
予
相
？

今
回
村
議
選

四
九
年
参
院
選

平
均
投
票
率

第
四
投
票
区

第
三
投
票
区

第
二
投
票
区

第
一
投
票
区

口目ロロロ口

％
9
0
8
0
7
0
6
0

001
○
不
在
者
投
票
制
度

　
投
票
の
原
則
は
、
選
挙
の
当
日
、
自

ら
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
選
挙
の
当
日
ど

う
し
て
も
変
更
で
き
な
い
や
む
を
得
な

い
事
由
の
た
め
、
投
票
所
に
行
け
な
い

場
合
に
、
告
示
の
日
（
四
月
一
日
）
か

ら
、
選
挙
の
前
日
（
四
月
十
二
日
）
ま

で
の
間
に
投
票
す
る
不
在
者
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
く
わ
し
く
は
選
管

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
“
こ
の
一
票
　
く
ら
し
と

　
　
　
　
　
政
治
に
か
け
る
橋
”



（4）広報こうな、ん昭和50年4月1日

（5）同和対策シリーズ

（3）近世封建社会と蔀落

幕府崩壊と部落

　
賎
民
統
治
は
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か

ら
強
ま
り
、
衣
服
の
制
限
を
は
じ
め
家

の
前
に
毛
皮
を
下
げ
さ
せ
る
な
ど
の
ひ

ど
い
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
神

社
の
祭
礼
や
芝
居
見
物
な
ど
か
ら
部
落

を
締
出
し
た
り
、
入
会
権
や
水
利
権
を

奪
う
な
ど
の
状
況
に
も
発
展
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
幕
府
は
、
宗
教
を
利
用
し
た

部
落
の
統
制
と
懐
柔
を
企
て
ま
し
た
。

つ
ま
り
真
宗
の
本
願
寺
は
、
部
落
の
人

々
の
来
世
は
せ
め
て
解
放
さ
れ
た
い
と

い
う
願
い
に
つ
け
こ
み
、
食
う
や
食
わ

ず
の
生
活
の
中
か
ら
、
多
額
の
献
金
を

行
わ
せ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
部
落
は
」
こ
う
し
た
強
制
と

屈
辱
に
甘
ん
じ
て
ば
か
り
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
役
人
の
手
先
と
し

て
一
揆
の
鎮
圧
に
使
わ
れ
て
い
た
部
落

の
人
々
は
、
百
姓
一
揆
に
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
幕
末
に
は
こ
の

傾
向
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
安
政
三
年
、
岡
山
藩
で
は
領
内
に
倹

約
令
を
出
し
ま
し
た
が
、
特
に
部
落
に

は
、
着
物
の
色
を
渋
染
の
茶
ま
た
は
藍

染
に
限
り
、
外
出
は
ハ
ダ
シ
と
す
る
な

ど
の
厳
し
い
命
令
を
出
し
た
の
で
す
。

　
部
落
は
こ
の
差
別
に
怒
り
、
法
令
の

撤
回
を
求
め
て
数
千
人
の
人
々
が
一
揆

を
起
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
指
導
者

で
あ
る
部
落
の
人
々
六
人
が
捕
っ
て
獄

中
で
病
死
す
る
と
い
う
犠
牲
が
出
ま
し

た
が
、
法
令
の
事
実
上
の
撤
回
と
い
う

勝
利
を
か
ち
取
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は

身
分
圧
制
に
対
す
る
差
別
反
対
の
人
権

闘
争
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
た
た
か
い
は
こ
の
ほ

か
年
貢
や
夫
役
の
免
除
軽
減
を
求
め
る

動
き
な
ど
に
広
が
っ
で
い
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
権
力
側
は
、
天
保
十
四

年
現
在
の
毛
呂
山
町
に
起
っ
た
商
人
、

農
民
の
差
別
反
対
の
紛
争
で
、
部
落
側

に
多
く
の
犠
牲
者
と
罪
を
押
し
つ
け
る

差
別
裁
判
を
行
う
な
ど
、
全
く
の
差
別

支
配
を
続
け
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
幕
府
は
慶
応
二
年
の
第
二
次
長
州
征

伐
に
部
落
を
利
用
し
て
、
弾
左
衛
門
配
、

下
の
五
百
人
の
人
々
を
大
阪
に
送
り
ま

し
た
。
一
方
幕
府
と
の
た
た
か
い
に
長

州
藩
に
も
動
員
．
さ
れ
た
部
落
の
人
々
は

最
前
線
で
華
々
し
い
功
績
を
あ
げ
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
部
落
は
な
ん
の
解
放

も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
慶
応
四
年
、
幕
府
が

崩
壊
し
ま
し
た
。
幕
府
は
そ
の
際
、
弾

左
衛
門
と
そ
の
直
接
の
手
下
六
十
数
人

を
長
州
征
伐
の
功
に
よ
っ
て
平
人
に
引

上
げ
ま
し
た
が
、
多
く
の
部
落
の
人
々

の
解
放
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
二
年
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
統
一

国
家
体
制
が
築
か
れ
ま
し
た
が
、
政
府

は
こ
の
年
、
華
族
、
士
族
、
平
民
な
ど

の
新
し
い
身
分
制
度
を
つ
く
り
、
翌
三

年
に
は
平
民
に
苗
字
を
名
の
る
こ
と
を

許
し
ま
し
た
。
し
か
し
部
落
は
、
差
別

さ
れ
た
ま
ま
明
治
四
年
の
解
放
令
発
布

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
執
行

　
委
員
長
　
野
本
勝
彦
先
生
）

轡一くらしのちえ

ガ
ラ
ス
窓
の
掃
除
に
は

塩
を
つ
け
た
布
で
ふ
く

と
早
く
き
れ
い
に
な
る

油
シ
ミ
に
は
ソ
ー
ダ
液

が
良
い
。

・
市
町
村
交
通
災
害
共
済
制
度

　
昨
年
の
四
月
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
交
通
災
害
共
済
は
、
こ
の
三
月

三
十
一
日
に
、
期
間
が
満
了
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
在
、
各
字
の
区
長
さ
ん
や

小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
願

い
い
た
し
、
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
死
亡
事
故
は
、
わ
ず
か
な
が

ら
減
少
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

負
傷
者
は
”
三
十
秒
”
に
一
人
と
い
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
不
幸
な
災
害
を
受
け

た
ご
家
庭
を
救
済
す
る
目
的
で
、
県
内

六
十
五
市
町
村
の
皆
さ
ん
の
加
入
に
よ

っ
て
、
見
舞
金
を
支
給
す
る
相
互
扶
助

の
共
済
制
度
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
全
員
の
皆
さ
ん
が
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会

U
制
度
の
あ
ら
ま
し
匹

共
済
期
間

加
入
申
込
は 　

大
人
…
…
…
…
六
〇
〇
円

　
中
学
生
以
下
…
一
二
〇
〇
円

　
　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

　
　
月
三
十
一
日
ま
で
の
ゴ

　
　
ケ
年
間
で
す
。

　
　
三
月
三
十
一
日
ま
で
で

　
　
す
が
、
途
中
で
も
月
割

費
　
一
人
一
ケ
年

会
費
で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
ー
本
村
の
状
況
i

　
昨
年
度
の
加
入
者
数
及
び
、
見
舞
金

支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
者
数
…
…
…
…
…
四
、
二
一
七
名

見
舞
金
支
給
件
数
…
…
…
…
…
十
五
件

見
舞
金
支
給
額
一
、
四
四
七
、
O
O
O
円

　
こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
の
お
問
い

合
せ
は
、
役
場
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

お
そ
ろ
し
い
事
故
現
場

ゆ
ヨ
ユ
エ
じ
ロ
ユ
ロ
ヨ
ロ
ロ
ま
ド
ロ
じ
エ
エ
　
じ
ロ
ゆ

一
き
お
つ
け
よ
う
　
　
　
一

一
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

一
　
ま
し
に
ち
と
お
る
　
圏

圏
　
　
　
　
　
み
ち
だ
け
ど
剛

唖
ー
匹
豆
・
隻
亘
亜
I
E
且
・
－
I
I
I
I
ー
量
i
凸
．

）
）

）

）
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確
定
申
告
が
間
違

っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
4
9
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
受
付
は
、
3
月
1
5
日
で
終
わ
り
ま
じ

た
。
し
か
し
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、

確
定
申
告
書
の
記
載
内
容
が
間
違
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
人
は
、
そ
れ
を

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
う
つ

か
り
し
て
い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
確
定
申
告
が
聞
違

っ
て
い
た
と
き
の
訂
正
の
手
続
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い

　
た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、

後
に
な
っ
て
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額

に
訂
正
す
る
た
め
に
「
修
正
申
告
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と

　
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」
を

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を

受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る

た
め
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

　
き
は
「
期
限
後
申
告
」
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
た
め
申
告
し
て
い

な
か
っ
た
と
き
は
、
申
告
期
限
後
で
す

が
、
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
修
正
申
告
」
、
　
「
更
正
の

　
請
求
」
や
「
期
限
後
申
告
」

　
の
提
出
期
限
は

囮
闘
圏
－
霧
署
か
量
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
し
た
方
が
有

利
で
す
。
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申

告
を
し
た
と
き
は
、
修
正
申
告
に
よ
っ

て
納
め
る
税
額
の
5
％
を
過
少
申
告
加

算
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
で
間
違
い
を
発
見
し
て
調

査
を
受
け
る
前
に
、
す
す
ん
で
修
正
申

告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

園
圓
園
－
墓
の
請
求
が

で
き
る
期
間
は
、
申
告
期
限
か
ら
一
年

間
で
す
か
ら
、
昭
和
4
9
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
51
年

3
月
15
日
ま
で
に
更
正
の
請
求
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

圓
闇
㎜
圏
－
潔
後
申
告
は

税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い

つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

修
正
申
告
と
同
じ
よ
う
に
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
し
た
方
が
有
利
で
す
。
税
務

署
か
ら
決
定
を
受
け
る
と
、
決
定
を
受

け
た
税
額
の
ほ
か
に
10
％
の
無
申
告
加

算
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
調
査
を
受
け

る
前
に
す
す
ん
で
申
告
し
た
と
き
は
、

無
申
告
加
算
税
は
申
告
し
た
税
額
の
5

％
で
済
み
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
書
等
の
用

紙
は
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ

よ
、
　
寸

【
　
　
ネ

内
で
か

い
ま
し

ょ
う
。
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塩
地
区
に
ソ
フ
ト
・
バ
レ
ー

　
　
チ
ー
ム
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
グ
ラ
ン
ド
も
完
成
”

　
写
真
は
選
手
全
員
集
合
　
　
　
　
　
又
、
一
番
問
題
だ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
も
区

　
最
近
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
だ
れ
か
し

ら
勤
め
に
出
て
い
て
、
同
郷
の
人
達
と

の
接
触
が
少
な
い
昨
今
で
す
。

　
特
に
若
者
、
主
婦
な
ど
の
集
り
は
、

き
わ
め
て
ま
れ
で
、
こ
の
よ
う
な
時
期

に
た
ま
た
ま
、
自
警
団
員
の
発
案
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
親
睦
と
健

康
増
進
を
兼
ね
、
若
人
の
集
り
の
場
を

つ
く
ろ
う
と
の
声
が
高
ま
り
、
区
民
に

よ
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
賛

同
者
が
あ
り
、
昨
年
の
十
二
月
、
区
民

あ
げ
て
の
チ
ー
ム
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

長
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
塩
の
中
央
部

に
立
派
な
も
の
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
名
称
は
グ
ラ
ン
ド
の
地
名
（

む
じ
な
塚
）
を
と
り
「
バ
ジ
ャ
ー
ズ
」

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
、
毎
月
二
回
隔
週
日
曜
日
に

行
い
、
早
い
機
会
に
他
字
チ
ー
ム
と
対

抗
試
合
が
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
　
　
（
塩
飯
島
潔
）

自
分
達
の
グ
ラ
ン
ド
・
左
は
石
ひ
ろ
い
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

隔
騒
購
劉

　
住
民
課
や
税
務
課
で
交
付
す
る
、
た

と
え
ば
住
民
票
の
抄
本
や
評
価
証
明
な

ど
諸
証
明
の
交
付
手
数
料
金
が
、
四
月

一
日
か
ら
改
正
さ
れ
、
一
件
又
は
一
枚

に
つ
き
、
　
「
五
十
円
」
が
「
七
十
円
」

に
な
り
ま
す
。

農
業
後
継
者

媒
酌
人
褒
賞
制
度

　
　
四
月
か
ら
範
囲
拡
大

　
村
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら

農
業
の
自
立
経
営
を
め
ざ
す
有
能
な
青

年
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な

か
進
ん
で
農
家
の
お
嫁
さ
ん
に
な
っ
て

く
れ
る
か
た
が
少
な
い
こ
と
を
心
配
し

て
農
業
後
継
者
の
確
保
と
農
業
の
発
展

を
目
的
に
こ
の
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
の
褒
賞
の
対
象
者

を
「
本
村
で
自
家
の
農
業
に
従
事
す
る

相
続
人
も
し
く
は
、
自
家
の
農
業
を
受

け
つ
ぐ
者
の
嫁
、
又
は
婿
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
（
今
ま
で
は
、
年
間
二
～

三
組
程
度
）
こ
の
四
月
一
日
か
ら
対
象

範
囲
を
広
げ
て
、
　
「
農
家
の
青
年
で
将

来
農
業
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
、

将
来
自
家
の
農
業
を
受
け
つ
ぐ
者
の
嫁

又
は
婿
」
を
加
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
媒
酌
人
に
対
し
、
一
件
ご

と
に
感
謝
状
と
褒
賞
金
二
、
O
O
O
円

を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　
贈
呈
は
、
年
数
回
に
分
け
て
、
役
場

に
お
い
て
行
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該

　
　
　
　
　
＼
i
，
ノ
’

　
　
　
　
〆
k
＼

当
す
る
か
た
は
、
役
場
産
業
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
電
話
　
三
六
ー
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
有
線
　
三
〇
四
五

農
薬
の
保
管
は
厳
重
に

　
こ
れ
か
ら
、
農
薬
の
使
用
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
な
り
ま
す
。

　
保
管
に
は
、
次
の
点
に
特
に
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

e
　
飲
食
物
の
容
器
に
つ
め
か
え
な
い

口
　
乳
幼
児
・
小
児
の
手
の
と
ど
か
な

（4）（3）　　（2）　　（1）　　　せそ　さ　す少仕　つ　　の

大タや取るべ　　○んれえがし事てそ世春
事ラか　り　oル　　じ　Oほし　＾ずの　’う　界は
なイ　に次　　が　　よ　　ど　つ電つ一電し　に　’
こ　回　oぎ　　鳴電う　　こ　か話積つ話た入大
と　し　　は　　つ話ず　　わ　り　はみでを　フ　つ勢
はは　　　’　　たのな　　い身　’重す　う　レての
’禁　　要　　　ら　受　　　　も　に基ね　。ま　ッい若
メ物　　領　　すけ　　　　のつ本て一く　シ　き者
モ　o　　よ　　ぐ方　　　　でけ的い般こ　ユま　が
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い
と
こ
ろ
に
保
管
す
る
。

日
　
日
光
・
湿
気
・
高
温
を
さ
け
る
。

四
　
農
薬
以
外
の
も
の
と
い
っ
し
ょ
に

　
保
管
し
な
い
。

圃
　
古
い
薬
は
使
用
し
な
い
。

丙
　
カ
ギ
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す
る
。

”
農
家
の
皆
さ
ん
へ
n

　
熊
谷
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、
農
家

の
生
活
や
経
営
を
守
り
、
安
定
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
村
と
相
互
に
連
絡

を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
沿
り
ま
す
が

今
ま
で
役
場
に
駐
在
し
て
い
た
係
が
県
－

の
機
構
改
革
に
よ
り
、
専
門
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
担
当
地
域
が
拡
張
に
な

り
、
常
時
役
場
に
居
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
緊
密
な

連
絡
を
と
り
、
経
営
相
談
や
需
要
に
応

じ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
料
を
供
給
す
る

た
め
の
技
術
の
ご
指
導
な
ど
い
つ
で
も

ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
態
勢
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
繁
期
に
な
り
ま
す
が
、

農
作
業
を
行
な
う
う
え
で
、
疑
問
な
点

や
病
害
虫
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
産
業
課
か
、
直
接
普
及
所
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

熊
谷
農
業
改
良
普
及
所
の
所
在
地
は
、

　
熊
谷
市
八
六
一
番
地

　
　
　
　
熊
谷
地
方
庁
舎
内

　
　
電
話
　
　
（
二
三
）
二
八
一
四
番

　
●
四
月
か
ら
無
料
に

　
　
　
●
家
畜
の
検
診
や

　
　
　
　
●
予
防
注
射
な
ど

　
村
の
畜
産
は
、
と
く
に
、
豚
・
乳
牛

は
、
し
尿
処
理
問
題
や
後
継
者
不
足
な

ど
で
、
規
模
拡
大
も
伸
び
悩
み
、
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、
村
で
は
、
都
市
近

郊
農
村
と
し
て
の
畜
産
の
振
興
と
発
展

に
重
点
を
置
き
、
こ
の
四
月
一
日
か
ら

家
畜
の
各
種
検
診
及
び
予
防
注
射
の
無

料
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
写
真
は
畜
産
試
験
場
で

　
　
“
消
防
署
だ
よ
り
”

　
春
先
き
は
、
山
林
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
で
す
。

「
た
ば
こ
」
の
投
げ
す
て
、
山
林
で
の

不
用
意
な
「
た
き
火
」
は
や
め
ま
し
ょ

う
o

）

）

）

）




